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まちづくりはみんなでたのしく！　どんな提案もオッケー、どなたでもウェルカム、すべてオープンです。
品川宿では今日もどこかで何だか楽しそうなことが動いています。お預かりした会費は各プロジェクトの運営費としています。

1．月例運営委員会　毎月最終火曜日20時～（年末など変更あり）　場所：品川宿交流館　どなたでも見学、参加、提案オッケーです！ 
2．広報活動(会報「みこしだこ」、「品川宿かわら版」の発行、HP・FB運用など)  
3．品川宿交流館、南品川櫻河岸 まちなか観光案内所の運営(来宿者へのおもてなし、地域交流、活動・イベント受入など) 
4．サポート事業(区内学校支援、伝統文化実演、ホッケー、サッカースクールなど) 
5．地域事業の主催・共催・協力(しながわ宿場まつり、しながわ水辺の観光フェスタ、しながわ運河まつり、
　品川浦・天王洲地区運河ルネッサンス協議会、品川宿史談会、灯篭プロジェクトなど他多数) 
6．応援プロジェクト(ゲストハウス品川宿、ドキュメメント、わいわい晩ごはんなど多数)
◎年会費／団体・法人 30,000円　個人 10,000円　一度遊びにいらしてください。ご連絡お待ちしています！
品川区北品川2-28-19　品川宿交流館　電話 03-3472-4772　FAX 03-3472-4770　メール machikyo@west.cts.ne.jp

旧東海道品川宿周辺まちづくり協議会　会員募集のご案内

\HPはこちら/

皆様におかれましては、お健やかに新しい

年をお迎えのことと心よりお慶び申し上げます。

さて、京浜急行線の高架化工事も目に見

える形になり、北品川駅舎、東海道をまたぐ

高架橋、さらに北品川駅前広場などの計画

が具体的に議論され始めています。これらの

一連の工事は、私たちのまち品川宿の北の

入り口、いわば「顔」に当たるもので、日

常的な使いやすさ、安全性、快適性はもち

ろんですが、その「顔」にふさわしい機能や

デザインについても大いに議論しなければな

りません。

そしてまたこのエリアは同時に、品川浦周

辺北地区／西地区／南地区の市街地再開

発にも組み込まれていますので、この再開発

においてこのエリアがどのように計画される

のか、とりわけ私たちの歴史遺産である東

海道とその沿道の街並み景観をどのように

計画するのか、それらを切り離して考えること

はできません。つまり北品川駅舎や駅前広

場の細部ももちろん重要ですが、それを取り

込む再開発計画はさらに重要で、品川宿の

100 年後を決する最重要課題といえます。

私たちは平成 7 年に取りまとめた「まちづ

くり計画書」の中で、品川宿のまちづくりを

「次代を担う子供たちに、いつまでも祭りが

つづけられるまちを伝えていく」と定めていま

す。それから早 31 年。私たちが当時「次代

を担う子供たち」と考えていた人たちがすで

に、地域の担い手として活躍をしてくれてい

ます。そこで、若手の皆さんとまさに次の世

代に関わるこの大きな課題について大いに語

り合い、私たちなりの提案をまとめたいと考

えています。そしてその提案づくりの進行役を

景観アドバイザーの皆さんにお願いすること

にしました。皆さんもご存知の通り、品川宿

は「品川区景観計画」の中で重点地区に

定められていますが、その景観づくりの根幹

を支え日々、献身的に活動して下さっている

のがこの景観アドバイザーの皆さんです。

いま品川宿が直面しているこの難局を乗り

切るには、皆さんの結束と次代を担う若手の

参加が不可欠です。まずは若手の皆さんに

お声掛けいただき、まちづくり協議会の活動

に参加下さるようご尽力いただきたいと切望

しております。

昭和 63 年に「東海道の歴史性を活かし

たまちづくり」をテーマに活動を開始したこの

会も今年で 38 年目、平成 13 年に「東海

道 400 年祭」を祝ってからもう25 年になりま

す。もう一度、原点に還って皆さんとともに品

川宿のまちづくりに取り組みたいと考えており

ます。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

東 海 道シンポジウム戸 塚 宿 大 会について

蒲 原 西 小 学 校 修 学 旅 行 ジュネーブ交 流

「第37回 東海道シンポジウム2025 
戸塚宿大会」に初めて参加しました。
保土ヶ谷に 9 年、戸塚に 28 年住む
私には、旧東海道の記憶がよみがえ
りました。小学生の課外学習で権太坂

（境木）から品濃一里塚まで歩いた
際、普段の道がかつては難所で、行
き倒れた旅人や馬の亡骸が「投込塚

之跡」に投げ込まれたという話を聞
き、強い衝撃を受けたことを、改めて
思い出しました。今回のシンポジウム
では、保土ヶ谷宿～戸塚宿の資料に
加え、神奈川台場や横浜の歴史、戸
塚の伝統行事「お札まき」なども学び
ました。また、宿場の文化を語り、守
り継ぐ担い手、とくに若手の人手不足

が課題だと知り、その点
についても考えてみたい
と思うきっかけになりまし
た。旧東海道を通して地域
ごとの文化や歴史、人と
のつながりの面白さを再
確認できました。これからも旧東海道
を歩いてみて新たな視点で地域を楽

しみたいと思っています。（天王洲リテ
ールマネジメント（株）松岡久美子）

７月 29 日、スイス・ジュネーブから
の青少年団を迎え、南品川の店舗で
青物横丁商店街会長の権さんにご挨
拶いただき、食事を含む交流会を実
施しました。品川シーサイドにある花
時計を見学し、品川寺ではご住職か
らお話を伺い、ジュネーブから戻った
鐘を一人ずつ撞いて記念撮影を行い
ました。来年は、飲食店や商店街、寺
社との連携をさらに深め、国や世代を
越えた交流が日常的に生まれる受け
入れ体制を整え、単発の受け入れに

とどまらず、品川宿らしい国際交流と
して継続的に行っていきます。（宿場ト
ラベル　長谷川信一郎）

10 月 23 日（木）蒲原西小学校の
修学旅行6年生24名が品川宿を訪れ
ました。新幹線の新富士駅から新馬場
駅に到着。品川神社の富士塚に登り
宝物殿を拝観後、荏原神社をお参りし
て丸屋さん前の旧東海道へ。ここで宿
場の景観を守るための電線の地中化
や街道松等、地元の人達の活動を織
り込んで、5 人のガイドが生徒達を案
内しました。聖跡公園にはまち協やガ
イドしながわ、地元の人達がお迎え、
生徒達による「蒲原の街の魅力」に

ついてプレゼンが行なわれました。西
小学校は少子化の影響で、令和 8 年
度東小学校と統合される予定で生徒
数も 3 倍に増えるため、今回が最後の
品川訪問になりそうです。（伊東 進）

1 0 0 年 後も祭りが つ づ けられるまちを！
～ 若 手 の 参 加 をお 願 いします ～

旧東海道品川宿周辺まちづくり協議会
会長　堀江 新三

交 流 事 業

　鳥の目で見た、200 年前の品川宿
～南品川を中心に～
　昨年度の北品川＋猟師町編に引き
続き、南品川を中心とした「江戸名所
図会」展を開催中です。200 年前の
図会とドローンで撮影した現代のまち
の比較をお楽しみください。
会場：品川宿交流館　入場無料

主催：品川区
期間：2025 年 9 月 27 日～ 2026 年 3
月末 10 時～ 16 時。月曜日休館（月
曜日が祝祭日の場合は翌日休館）
展示説明会：期間中の毎週水曜日
❶ 13 時～ ❷ 14 時～ ❸ 15 時～
shinagawashuku.com/

　江戸名所図会から 200 年前のまち
を探そう！
1 月 31 日（土）：天妙国寺から海晏寺
2 月 28 日（土）：鈴ケ森から磐井神社
＊前半の２回分はすでに終了しています。

講師／まち案内人：田中義巳（街道
文庫主宰）

集合：13 時 30 品川宿交流館 
140-0001 品川区北品川 2-28-19
講座 40 分／まち歩き 50 分
現地解散：15 時（予定）
定員：10 名。参加無料
申し込み多数の場合は抽選

参加申し込み：お名前を明記の上、E
メールにてお申し込みください。
品川宿交流館（運営：旧東海道品川
宿周辺まちづくり協議会）
E メール：machikyo@west.cts.ne.jp
ホームページ：https://www.toukaido-
shinagawashuku.com/

特 別 事 業

特 別 企 画 展 示

品 川 宿まち歩き

左）江戸名所図会に描かれた貴船明神社（荏原神社）　右）左の図会と同じアングルから撮影した現
在の風景（品川橋が見える）。

東海道歴史探訪は、2017 年から
続く城南小学校６年生の市民科授業
で、品川区の協賛を得て毎年開催さ
れています。今年は 12 月 9 日（土）
に第９回が行われ、子供たちは 10

人ほどのグループに分かれて決めら
れたルートを巡りました。まちづくり
協議会のスタッフが同行し、各ポイン
トでは侍や町人に扮した案内役が登
場。当時の出来事や偉人の生涯を臨

場感豊かに語り、地域の歴史を楽し
く学ぶ機会となりました。（しながわ
っこプロジェクト・なぎさの会　井上
明裕）

　11 月 30 日、旧東海道で周辺 6 校
の小学生が参加する「東海道駅伝」が
開催されました。本大会は各校 PTA
が中心となって組織する実行委員会
が主催し、今年で 15 回目を迎えます。

品川区長の合図で子どもたちが元気
よくスタートし、沿道には多くの地域
住民が見守りました。PTA に加え、地
域の皆さまの協力により、安全に事
故なく大会を終えることができました。

今後も地域のつながりを深め、まちの
活性化につながる行事として、毎年継
続していきたいと考えています。

（しながわっこプロジェクト・なぎさの
会　井上明裕）

しながわっこプロジェクト

城 南 小 学 校６年 生 歴 史 探 訪

第 1 5 回  品 川 小 学 校 東 海 道 駅 伝・マラソン大 会
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水 辺プロジェクト 各商店会  一年をふりかえって

● 北品川本通り商店会

● 青物横丁商店街振興組合

● 北品川商店街協同組合

● 南馬場商店会● 北馬場参道通り商店街

\第5回  しながわ宿場ナイト/ \宿場まつり交流/\しながわ宿場まつり/

しながわ宿場まつり

秋晴れの 11 月 3 日、北品川本通り商
店会・北品川一丁目町会共催の「第 9
回親子で防災訓練」に約 180 名が参加
しました。訓練内容は、地震体験・煙ハ
ウス体験・水消火器訓練・スタンドパイ
プ訓練・AED 訓練と、参加した親子み
んなが見るだけではなく直接触れて体
験することに重点を置いています。初め
て消火器に触ったり、ホースの筒を持っ
て実際に放水したりと子どもたちはドキ
ドキしながら訓練に励んでいました。

また今回は初めて品川女子学院の生徒

さんも参加してくださり、ロープワークブー
スを開設し、こちらも常に満員でとても好
評でした。自分たちの町は自分たちで守
るめに、今後も企業・学校と更なる連携を
図りながら続けていきます。（石渡 健夫）

新年あけましておめでとうございます。 
日頃より青物横丁商店街の活動にご理解とご協力

を賜り、心より御礼申し上げます。 当商店街では、無
病息災と商売繁盛を願い、正月恒例の新年獅子舞を
行ってまいりました。本年も令和 8 年 1 月 9 日に獅子
舞がまちを練り歩き、新年にふさわしい賑わいと福を
皆さまにお届けすることができました。 また、品川寺
さんとともに開催している青横マルシェも、地域の魅
力を発信する場として、今年も一層盛り上げてまいりま
す。 本年が皆さまにとって実り多く、笑顔あふれる一
年となりますようお祈り申し上げます。（権 東品）

令和７年 5 月に行われた総会におい
て理事長を拝命しました堀口と申します。
また、それに伴って新役員 2 名も迎えて
の初年度となりました。

6 月の祭礼提灯に始まり、8 月の町会
盆踊りの出店や 9 月のしながわ宿場まつ
り、10 月のハロウィンイベント、1 月のガ
ラポンを軸に活動しました。催し物以外
では「公式 LINE」の運用を始めました。
これまで 1 店舗 1 店舗巡回していたもの
や、告知しなくても良いと判断していた案
件も簡単手軽に加盟店にお知らせがで

き商店街運営面で役にたっています。
新役員の活躍やデジタルツールの使

用など、今後もブラッシュアップし続け
る商店街としていきたいと考えています。

（堀口 尚利）

南馬場商店会の会長をお引き受けして 2 年が経ち
ました。2025 年には、かつて親しまれていた「沢庵
マルシェ」を「南馬場お彼岸マルシェ」として 20 年
以上ぶりに復活させることができました。子ども向け
の忍者修行や飲食・物販、ワークショップ、たくあん
販売、写真展示など、世代を超えて楽しめる内容とな
り、3 月・9 月の開催で延べ 2,000 人以上の方にお越
しいただきました。今後もマルシェや企業連携を通じ
て、人が集う温かな地域コミュニティづくりを進めてい
きます。（渡邊崇志）

昨年、長きに亘り商店街活動に尽力下さった加藤丈
幸理事長が勇退され、大塚明郎理事が理事長に就任、
新たに船出致しました。

5月には久々に単独イベント『初夏のワクワク感謝祭』
を開催。レシートキャンペーンに併せて、LED 電球を
飾り付け、お客様や店舗の皆様に喜んで頂きました。

本年も「品川神社例大祭」や「北ニ町会盆踊り」『し
ながわ宿場まつり』に協賛していくほか、単独イベント
も続けて開催したい所存です。（大塚明郎）

2 年前のしながわ宿場まつりの際に、北品川本
通り商店会に夜までお客さんを滞留してもらう目
的と、品川宿は町人のまちということで始まり、以
降春と秋に開催して今回で 5 回目を迎えました。

今年も第 32 回しながわ宿場まつり初日に開催
し、昼間は品川区のクルーズ船に江戸町民の扮装
をした出演者達が乗船し、どの船も満員。夕方か
らは商店会も多くの皆さまで賑わい、どの参加店
も満席の大盛況でした。

来場者の中には外国人も多く、店前の縁台でく
つろぐ町人や花魁と、記念写真撮映や乾杯して大
いに盛り上がりました。また、某幕内力士もこれ
までに 2 回お忍びで来宿してくださっており、今
後の展開も楽しみです。（北品川本通り商店会 副
会長 大越　章光）

令和 7 年 9 月 27 日、第 32 回しながわ宿場まつりが、
晴天のもと盛況のうちに開催されました。

品川橋の上では、東海道交流の場として、外郎売の口
上（小田原宿）、米山流殺陣術、お江戸紙芝居「まない
た座」などが披露され、会場は大いに賑わいました。

交流館周辺では、「品川宿ゆかりの地域交流うまいも
の市」として、毎年恒例の鹿児島県南さつま市、長野県
飯田市、高知県、神奈川県湯河原町などが出店し、各
地の魅力あふれる味が来場者を楽しませました。

また、韓国・大邱の視察団の皆さまのパレード参加も
あり、例年以上に国際色豊かな品川宿らしい交流が生ま
れました。

多彩な交流の場をともにつくってくださった出店者の
皆さま、円滑な運営を支えてくださった「なぎさの会」の
皆さまに、厚く御礼申し上げます。（竹中茂雄）

２０２５年第 32 回しなが
わ宿場まつり　を、皆様の
お力にて無事終了すること
ができました。１９９０年に始
まった宿場まつり、１９８８年
に始まったまち協、どちらも
東海道でつながる北品川か
ら青物横丁を北と南の皆で
盛り上げよう！　という考え
のもと、３０年以上品川っ子

のアイデンティティを盛り上げる努力をされた皆様に心より尊
敬をいたします。その中心にいらした堀江新三先輩より、私
が実行委員長になったときに言われた言葉　怒っちゃダメ！　
これはとても大切な言葉を頂いたと思いました。

まち協や宿場まつりはとても大きな組織になるので、その
分意見も沢山出ます。

みんなが良くしようとの思いから、怒られる事も度々ありま
す。何を言われても怒るのではなく、対話をして頭を下げる。
そんな努力を堀江さんがされたから、３０年以上どちらも続い
て来たのだろう。と改めて思いました。

この教え、しっかり守りながら、今年も宿場まつりやまち協
を盛り上げて行きたいと思いますので、皆様のご支援、ご指
導を引き続きよろしくお願いいたします。（しながわ宿場まつ
り　実行委員長　大橋 登）

しながわウォータープレイ

勝 島 運 河 倶 楽 部

水 辺の社 会 実 験 秋 空の下・目黒 川でEボート体 験

2025 年 11 月 2 日および 11 月 16
日、東品川海上公園船着場にて「第 2
回品川ウォータープレイ」を開催しまし
た。水上バイクやカヤック、ウォーター
ロール、アクアボールなどの水上アク
ティビティーを実施し、子どもから大人
まで幅広い世代が参加しました。家族
で楽しめるコンテンツを中心に構成し
たことで、会場は多くの来場者で賑わ
い、大盛況のうちに終了しました。本

イベントを通じて、水辺を身近に感じて
もらう貴重な機会となりました。（なぎ
さの会　寺内　崇）

勝島運河倶楽部は、品川区にある勝
島運河周辺をフィールドとして、2005
年に発足した地域団体です。水辺の自
然や暮らしの知恵を生かした環境教
育や、将来世代の健全な育成ならびに
地域コミュニティーの発展、寄与するこ
とを目的として活動しています。

本年は、勝島に設置されている協議
会の浮桟橋の修繕を品川区河川下水
道課の補助により行うことができまし
た。また、自然園の草刈りも行ってジ
ャコウアゲハの生態保存にも取り組ん
でいます。

東品川海上公園では、定期的なシ

ーカヤック教室を開催しています。今年
初の試みとして、俳句の会とE ボート
のコラボレーションを行いました。カナ
ルフェスイン勝島は雨天により中止に
なりましたが、来年に向けて花海棠と
協力して桟橋を利用した活動を行う予
定です。さらに、水辺の生態系保全に
取り組む予定です。（嶋村　泰輝）

令和 7 年 10 月 4 日から 11 月 22
日にかけて、東品川海上公園船着場
の今後の活用を検証することを目的
に、まちづくり協議会水辺プロジェク
トとして、品川区河川下水道課と連携
し「水辺の社会実験」を実施しました。
期間中は、SUP や E ボートなどの非
動力船の活動を通じて、地域の子ども
たちをはじめ、幅広い世代が水辺に
身近にふれ、楽しめる機会を提供しま
した。安全性や運営方法を検証しなが

ら、水辺をより身近に感じられる環境
づくりを進めています。令和 8 年度に
はパーク PFI 事業による公園整備も
予定されており、今後は地域・行政・
企業が連携し、「公園」と「水辺」双
方の魅力をつなげ、高めていくことを
目指します。なお、本活動の様子はケ
ーブルテレビ品川の番組でも紹介さ
れ、YouTube で視聴可能です。ぜひ
ご覧ください。（水辺プロジェクト　大
竹幸義）

昨年 11 月 16 日、目黒川がリボンで
彩られる「目黒川オータムプロムナー
ド」の連携企画として、E ボート体験イ
ベントを共催しました。

旧東海道品川宿周辺まちづくり協議
会、勝島運河倶楽部の皆様と力を合
わせ五反田リバーステーションと東品
川海上公園を結ぶ航路をEボートで巡
る、初の試みでした。当日は晴天に恵
まれ、親子連れなど多くの皆様にご参
加いただきました。

参加者はライフジャケットを着用し、
力を合わせてオールを漕ぎながら、普
段とは違う水上からの景色に船上は

子どもたちの歓声と笑顔に満ちていま
した。

3団体が目黒川で繋がったこの連携
を第一歩として、品川区の水辺地域が
さらに繋がっていければと思っていま
す。（( 一社 ) 大崎エリアマネージメン
ト 山田瑛平）

ふるさと品川宿
（秋の運河花火まつり2025）

しながわ水辺の観光フェスタ
～スポーツフェスティバル～

（グラウンド企画）

品川橋会場
（灯篭ロード＋しながわ橋テラス）

品川宿で生まれ育った私にとって、ここは大切なふ
るさとです。だからこそ、積極的に地域のイベントに参
加しています。品川宿の数あるイベントの中でも、「し
ながわ水辺の観光フェスタ」で開催される秋の運河花
火まつりは思い入れ深いです。やりたいと思ったことを
受け入れ、実現を支えてくれる仲間たち、そしてその楽
しさに魅了された人々がさらに繋がっていき、心地よく
楽しい時間を共有できるイベントとなっています。

私は主にステージ運営を担当し、地域団体にスポッ
トライトを当てることで、来場者や出演者に楽しんでい
ただける場をつくっています。

今後も運河まつりなどを通じて地域コミュニティを活
性化し、水辺と都市、文化が交わる場を創出しながら、
品川宿の魅力を広く発信していきたいと考えています。

（なぎさの会　副会長　犬塚 尚樹）

令和７年 10 月 10 日（金）11 日（土）12 日（日）し
ながわ水辺の観光フェスタ～スポーツフェスティバル～
を開催しました。「はじめてでも楽しめるスポーツ体験」
をコンセプトに、青空 family フィットネス（品川区エアロ
ビック連盟）、ブラインドサッカー ®（日本ブラインドサッ
カー協会）、フットサル（しながわシティフットサルクラ
ブ）、FC 東京親子サッカークリニック、ラグビー（JR 東
日本レールウェイズ）、ホッケー（フリークス東京）、チア

（品川 CC RainbowVenus）、フラッグフットボール（品
川 CC ブルザイズ）の体験教室を実施しました！

地域とスポーツ、そして人がつながる素晴らしい時間
となり、子どもたちの笑顔が溢れる楽しい体験の場と
なりました！（品川 CC　湯浅 源）

本年度も品川橋にて「しながわ水辺の観光フェスタ」
東海道しながわ橋テラスを開催しました。会場では多
彩な企画が行われました。

La capi の菓子販売や街道文庫の古本市、select の
雑貨販売、ワークショップや雑貨販売等を通じて交流
が生まれ、地域の繋がりを感じるひとときとなりました。
今後も地域に根ざした交流の場を継続していきます。

雨のため中止となってしまった目黒川沿い城南第二
小・台場小の子どもたちによる灯籠展示＜灯篭ロード＞
は、11 月 1 日に延期開催し、200 点近い灯篭が目黒川
沿いの小道を照らしました。多くの家族が足を運んでく
れて、今後の継続の励みとなりました。（関口　絵理）

2025

視聴は
こちらから
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地元あれこれ
● 第12回品川蕪品評会

● 第９回 ドキュ・メメント ● 大切な人 大切な地球 大切な自分に select your special

● エンタメ処方の立ち寄り処、はじめました

● 『WORLD ENNICHI』

● 一心寺

● 宿場JAPAN近況報告

● こども冒険ひろば

● 天王洲アイルについて

● 台場小学校6年「みんなでよりよいまちをつくろう」

● 「品川宿ハロウィン2025」 ● 北品川ミカサ

● 音楽フェス「人と麦と音」

年の瀬もせまる 12 月下旬の日曜日、
聖蹟公園に荏原流れ太鼓の音が響き渡
り、NPO なすびの花主催「品川蕪品評
会」が開催されました。今年で 12 回目
の品評会は、初めての聖蹟公園での開
催となり、その賑わいにふらっと公園に
吸い込まれ、品川蕪の存在を知ることに
なった地元の方も多かったかもしれませ
ん。公園に集まった多くの参加者は、品
川蕪をはじめ人参、ごぼう、きのこ、お
揚げなどの具がたっぷり入った品川汁
で体を温めました。

講談師 田辺師匠による江戸東京野
菜講談、ムード歌謡の代名詞として知ら
れる昭和を代表するグループ、ロス・プ
リモス徳永氏の歌唱ステージと続き、品
川社協音頭では老若男女問わず、円に

なって踊り雰囲気は最高潮。肝心の品
評会では、個性豊かな 51 個人・団体
の品川蕪が所せましと並び、審査員の
目を楽しませ、見事金賞を受賞したのは
2 年連続となる台場保育園でした。発表
とともに大歓声があがり、品川蕪づくり
にチャレンジした子供たちの笑顔に大
人の表情もみなゆるむ締めくくりとなり
ました。（NPO なすびの花　包　絵織）

２０２６年１月２４日（土）２５（日）第
９回『ドキュ・メメント』開催！

昨年１月、新馬場の本照寺を会場に
お借りしてドキュメンタリーの祭典『ド
キュ・メメント』を開催しました。テレビ
や映画の作り手が集まり、「画面越しで
はなく、熱を直に届けたい」という思い
から始まりました。2017 年に縁あってま
ちづくり協議会の方 と々出会い、「そうい
うことならここでやれ！」という温かい言
葉をいただき、以来毎年欠かさず９回目
を迎えます。ただ上映するのではなく、
作り手や出演者が登壇し、飲食も交え

観客と交流する場です。今回は「善福
寺」さんと「そば処 いってつ」さんをお
借りし、品川宿の方々の短編も上映しま
した。我々のような「流れもの」を受け
容れて下さる懐深い町に感謝し、来年
10 周年を目指します！

南品川の「よもぎ蒸しサロン select」
です。無農薬よもぎで身体を整える温活
はもちろん、「人・まち・地球」の健や
かな循環を大切にしています。

品川区表彰実績のある地域清掃に加
え、廃材を使ったモノづくりワークショッ
プなど

子供から大人まで楽しめるエシカル
な体験会も毎月開催中。

身体を温め、心も温まる特別な「選択
（select）」を、ここ南品川からお届け
します。（よもぎ蒸しサロン select 　村
川哲也）

人の往来と支え合いの歴史を重ねて
きた品川で、音楽制作を行う事務所の
一角を生かし、社会的・精神的フレイ
ルを予防する居場所づくりを行っていま
す。

新しく品川に加わった方も含め、立場
にとらわれず、共助が行き渡る地域づく
りのため、エムむすびでは「スマイル
DISCO（大人の文化祭）」のほか、毎週

「火曜ラウンジ（クラフト・ゲーム・お
しゃべり交流）」を開催中です。

小さな挑戦を重ねながら活動を続け
ています。皆さまもぜひ「こんな企画を
やってみたい」「この人に声をかけてほ

しい」といった提案や気づきがあれば
お伝えください。

2026 年も、一人ひとりが自信を持っ
て暮らし続けられるよう、心を刺激する
場を提供してまいります！（ふらっと Q ス
タジオ 店主）

コロナが明け、気軽にみんなが集う
場所 ” 縁日 “ をやろう！とご近所の仲間と

『WORLD ENNICHI』がスタート。テー
マの通り世界の縁日、台湾に始まりメキシ
コ、韓国、ドイツなど世界のお酒や料理
を提供。最近は日本の美味しい食も楽し

みたいということで ” 信州の夜 “ を開催。
今回は産地の方の協力を得て材料を揃え
メニューを決めました。そんな『WORLD 
ENNICHI』は仲間の輪が広がって、地域
のご近所飲み会に発展したら楽しいなと
思って運営しています。開催は春と秋の年

２回。次回は 4/29( 水 )、いつもの新馬
場・本照寺さんにて “ タイの夜 ” を開催予
定。気軽にタイビールでも飲みに来てくだ
さい。興味がある方、ご近所飲み会大賛
成という方、是非お声がけください。みん
なで楽しく縁日しましょう。（yo-co）

一年を振り返って ― 寺の日常からま
ちへ

昨年十二月に一心寺を継承してから、
まる一年が経ちました。この一年は、寺
の日常を通して地域との関わりをあらた
めて考える時間でもありました。

一心寺では、週二回の坐禅の時間を
設け、年齢や立場を問わず、静かに自
分と向き合う場を共有しています。また、
お磨きの時間や、ほうろく灸の体験を通
して、場を整え、心身をいたわる機会も
生まれました。

こうした日常の積み重ねこそが、平常
心を保ち、まちの安心やつながりを育て
るのだと感じています。これからも寺を、

地域にひらかれた身近な場所として、ま
ちの一員として歩んでいきたいと思いま
す。（一心寺　玉井照雅）

2025 年は、全国各地から年間 20 回
を超える視察の受け入れを行い、堀江さ
ん、佐山さん、竹中さんをはじめ、品川
宿の皆さまには多大なるご協力をいた
だきました。

また、今年の５月にはまちづくり協議
会とパートナーシップ協定を提携いたし
ました。再開発などのまちの変化を鑑
み、より持続可能なまちづくりを目指して
行くためです。

その活動の一つとして、7 月には、実
際に働く商店街の店主さんや、品川宿に
住んでいらっしゃる方に密着するような、
ヒューマンドキュメンタリー「STORIES」
をリリースしました。これは、単なる観
光消費にとどまらず、対話や交流を通じ
て地域と関係性を結び、その価値が人と
人の間で循環していくことを目指した取

り組みです。
発表後サステナブルの観点から様々

な方にご興味を持っていただき、持続可
能な観光などを考える東京都観光財団
のイベントに、品川区文化観光戦略課・
まちづくり協議会・宿場 JAPAN の三者
で登壇を行いました。今後も、より地域
の魅力を掘り下げたツアーを展開してま
いります。（宿場 JAPAN　玉井（渡邊）
崇志）

北浜こども冒険ひろばには、使わなく
なったおもちゃや服、ダンボール、竹、
廃材など、「ここで役立つのでは？」と
地域の方が気にかけて声をかけてくだ
さいます。竹は工作材料になるだけでな
く、立てたり登ったり戦ったりと、子ど
もたちが全身で挑む遊びに変わります。
昨年 9 月のイベント「ダンボールの町つ
くろう」では、ダンボールで家や迷路を
作る子、他の子が作ったもので遊ぶ子、
改造する子など、遊びが次々につながっ
ていきました。

自分が作ったもので他の子が遊ぶ姿
を、誇らしげに見つめる表情が印象的で

した。ベンチには、そんな子どもたちを
見守る方々の姿もあります。地域の温か
なまなざしに、子どもたちの遊びと育ち
は支えられています。（北浜こども冒険ひ
ろば　栩秋太洋）

　（一社）エリアマネジメントTENNOZ
では、未来ビジョン「水とみどりとヒカリ
の楽島（ecoisle）」を掲げ、官民連携
による持続可能なまちづくりを進めてい
ます。約 40 年にわたる民間主導の歩み
を経て、公共空間の維持に向けた新た
な体制構築が課題に。2026 年 2 月、今
後 10 年を見据えたワークショップが開
催されます。（一社）天王洲・キャナル
サイド活性化協会によるアートや観光を
通じた魅力発信も強化中です。

（（一社）エリアマネジメントTENNOZ 事
務局・広報部　松岡久美子）

　台場小学校では、5年生で「歴史まち
あるき＆目黒川クルーズ」、6年生で「東
海道歴史探訪」「海洋学習」を実施し、そ
の集大成として６年生が探究的学習「み
んなでよりよいまちをつくろう」（市民
科）をテーマに地域の方々を招きプレゼ
ンテーションをし、協議を交わし、さらに
ゲストティーチャーを招いての提案発表
会を行いました。
＜熟議を終えて＞ 
　今回、熟議を行ってみて、自分たちで
はできるかぎり完璧に近づけたつもりで
したが、ゲストティーチャーの皆さんにア
ドバイスをいただき、もっとより良い提
案ができると思いました。また、自分た
ちにとって当たり前のことは、他の地域
に住んでいる人にとってはすごいことだ
ということを教えてくださったので、提
案に取り入れていきたいです。今回も
らったアドバイスをもとにもっと良い提
案にしたいです。（台場小学校6年） 
＜提案発表会を終えて＞ 
　今回の提案発表会を通じて、私たち

は、自分たちが住んでいる街について調
べてよく知り、もっと好きになり、自分たち
が大好きな街をより良くするために全力
を尽くせたのではないかと思いました。 
これからも台場小の6年生が引き続き取
り組んでくれたら良いと思います。未来
の6年生が私たちの提案を参考にする
など、すごいと思ってくれたらとても嬉し
いです。そして来年、再来年と、毎年より
良い案が出てくるといいと思います。 
今までアドバイスをしてくださったり、
提案を聞いてくださったりしたゲスト
ティーチャーの皆様、ありがとうございま
した。（台場小学校6年）

11 月 1 日、「品川宿ハロウィン 2025」
を開催しました。自分達の住む街の商
店街を知ってもらうきっかけ作りも目的
のひとつとし、子供たちが楽しめるハロ
ウィンイベントを復活させたいとの想い
で企画した第三弾。今回も商店街での
開催（ゴールを本照寺）とし、スタンプ
ラリーやミニ謎解きも追加。子供たちが
喜ぶなら是非に！と 3 つの商店会や各
店舗、企業や団体から御協力と協賛を
頂戴し、子供たち･ 保護者合わせて300
人ほどの参加者数で無事に終えました。

当日は仮装した子供たちが街を歩い

ているのがとても可愛く、いちばん好き
なハロウィンイベントとのお言葉もいた
だけたので、今後も恒例の街のイベント
のひとつとして根付いていけたらと思い
ます。（zakka+café La capi）

　まちづくり協議会の会合で知り合った
せんべい・あられ処あきおかの小沢竜
也さん。猫の写真を撮っておられるとの
ことで、あきおか創業130周年を記念して

『小さな写真展』をミカサ店内で開催し
ました。
　モノクロームで撮られた品川宿の小
さな隣人(猫)たちに、ツウのお客さまか
らは「あ、この子知ってる」との声も。写
真展開催にあわせて販売した、品川巻
と私の好きなあきおかさんのごません
べいが入った、あきおか×ミカサコラボ
せんべい小袋は、一人で2つ３つ手に取

られる方もいました。
　1月からは、北品川在住の刺繍作家さ
んによる『小さな絵画展』を開催予定で
す。入場無料、お気軽にお越しください。

（茨木　直子）

　2023年に始まった音楽フェス「人と麦
と音」は、今年で3回目を迎え、10月25日
本照寺にて開催しました。
　あいにくの雨模様の一日となりました
が、それでも多くのご家族連れや地域の
方々にご来場いただき、温かな交流が
生まれました。
　本イベントは、東海道最初の宿場町・
品川宿がもっていた「よそ者と地元の人
が自然に混ざり合う文化」を、音楽や食
を通して現代に再編集する地域文化プ
ロジェクトにしたいと考えております。品
川宿の魅力や日常の空気感を大切にし
ながら、人と人が出会い、関係がゆっく

り育つ場づくりを目指しています。
　来年以降も地域に寄り添いながら継
続し、品川宿の活性化に少しずつ貢献し
ていきたいと考えています。（長谷川信
一郎）

『水とみどりとヒカリの楽島　天王洲の今と未来　
官民連携のまちづくり「水とみどりの天王洲エリア
プラットフォーム」活動記録』より抜粋

詳細は
こちらから
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景 観まちづくり事 業

しながわスポーツまちづくり

令和7年度、景観アドバイザーの活動について

南 品 川 櫻 河 岸 　まちなか観 光 案 内 所 灯 篭プロジェクト2 0 2 5

「 生まれ変わる北 品 川パート３」

ホッケー日本 代 表

フリークス東 京 品 川カルチャークラブ

現在までアドバイザー窓口と景観
会議が予定通り開催されています。

今年度は北品川駅高架工事にとも
なう高架橋や駅舎、また駅前広場の
計画を少しづつ具体化するための動

きが始まっています。景観アドバイザ
ー業務の中でそれらの情報に触れる
機会があるのですが、品川区からの
委託業務ですから守秘義務を課せら
れていますので、ここに詳細を記す事

は出来ません。
しかしながら、一般に向けての情報

提供が既に行われている物もありま
すし、今後、一段と情報提供の機会
は増えて行くのだろうと期待もすると

ころです。特に若い世代のみな様で、
このまちがどうなって行くのかに興味
のある方は、注視いただければと思
います。（景観アドバイザー　伊與久 
なつむ）

今年も多くのまちあるきの方々の立
ち寄りや、南の例大祭では地域の休
憩所として、町会の交通安全週間詰所
など、地域活動の場として活用されま
した。

海外からの旅行者による東海道あ
るきが目立った年でもありました。20
日ほどの日数をかけて京都から歩い
てきた方、日本橋から京都へ向かう
方、みなさん日本の歴史に興味が深
く、東海道を通じてそれを体感しよう
と歩いている様子でした。それに伴
い、ウォーキングガイドとしての東海
道マップを望む声が多いため、ふと
Google マップで東海道を辿ってみる
と、途中から街道の名が変わってい

たり、東海道の名すら記載されていな
かったり。Google マップ上の「東海
道」表記の統一を働き掛けたいと思っ
た次第。（わだふじこ）

2025 年 11 月 1 日（土）「灯篭ロー
ド」が行われました。しながわ水辺の
観光フェスタと同時開催の予定が雨
で中止となり、日程を延期して行われ
たものです。場所は東品川３丁目の社
会福祉法人福栄会さん裏の目黒川沿
いの通です。

灯篭は旧東海道品川宿周辺まちづ
くり協議会の「灯篭プロジェクト」で
用意した灯篭キットを使い、城南第二
小学校３・４年生と台場小学校３年生
が毎年つくってくれています。

川沿の通りの両端に並ぶ 200 個以
上の灯篭。お父さんお母さんを連れて
自分の作品を嬉しそうに観てもらう子
供たち。個性あふれる様々な灯篭が

並びます。
大勢の人が観賞に来てくれて、とて

もうれしく思いました。毎回、来年も
お願いしますという声をいただき、今
後も継続して行います。ご支援ご協力
をお願いいたします。（小野　文義）

「まちとまち、人と人とをつなぐ駅。」
【まち×あい】をコンセプトとした新し
い北品川駅のデザイン（案）が９月に
発表されました。宿場町のまち並みイ
メージを継承する景観デザインで、地
元の皆さんの声が反映されたものと
なっています。意見募集期間は終了し
ていますが、京急電鉄のホームページ
で閲覧することができますので、ぜひ

一度ご覧ください。
鉄道高架化工事も進んでいます。緑

色が象徴的な鉄道トラス橋でありま
す八ツ山跨線線路橋も架け替えとな
りますが、大きなトラス橋が新しい線
路橋として品川駅側に架設に向けて
準備されています。品川駅周辺の開発
も着 と々進んでおり、時代の転換期に
いることを実感するとともに、後世に

受け継ぐまちをつくらなければならな
い責任も強く感じています。これから
北品川駅駅前広場の設計を行ってい
きますが、新しい北品川駅駅舎や旧
東海道の歴史・文化にふさわしく地元
に愛される駅前広場となるよう、進め
てまいります。（品川区　片山）

2025年度は、日本ホッケー協会にと
って大きな転換の年となりました。8 年
間支えていただいた損保ジャパンとの
スポンサー契約が一区切りを迎え、品
川にゆかりの深い SONY を新たなメ
インスポンサーとして迎えています。ま
さに「品川から世界へ」、次のステー
ジへ踏み出す一年となりました。

2026 年は、2028 年ロサンゼルス

五輪を見据えた極めて重要な年です。
ワールドカップ予選・本大会、愛知・
名古屋アジア大会と大きな大会が続
き、特にアジア大会での優勝は五輪
出場権に直結します。

昨年は品川区での代表活動が限ら
れましたが、選手たちは日々努力を重
ねています。私自身、チリで行われた
U21 ジュニア W 杯に帯同し、若い選

手が世界に挑む姿
に大きな感銘を受け
ました。品川から世
界へ羽ばたく選手た
ちを、長い目で応援
していただければ幸
いです。（（公社）日
本ホッケー協会事務
局長　坂本幼樹）

品川区から日本一へ！ホッケーチーム
「フリークス東京」です。 私たちは東
京 2020 五輪の会場となった大井ふ頭
中央海浜公園を拠点に、国内最高峰
の日本リーグで全国の強豪に挑んで
います。

約 10 年前、品川区での五輪開催を
機に地域のお祭り等で皆様と出会え
たことが、今の私たちの原点です。街で
声をかけていただくたび、地域の皆様
に支えられていることを実感しています。

また、次世代を担う小学生や U15 チ
ームも元気に活動中！「スポーツを楽し

みたい」お子さんは、ぜひ一度体験に
お越しください。これからも品川の誇り
を胸に、全力で駆け抜けます。熱いご
声援をよろしくお願いします！（フリー
クス東京 GM 長谷川 慧）

品川 CC は、「日本一お祭りに出る
スポーツクラブ」を掲げ、今年もたくさ
んのお祭りに参加させていただきまし
た。運河まつり、宿場まつり、東海道
駅伝等確、様々なイベントに参加させ
ていただき、地域の皆様とたくさん交
流させていただくことができました。そ
してその結果として、各競技の試合に
地域の方々に数多く来ていただけるよ
うになっております。街を支えるインフ
ラのような存在になるべく、引き続き
様々なイベントに参加していければと
思ってとります。

サッカー、チア、バスケ、アメフト、ブ
ラインドサッカーと5 種目の競技につ
いても引き続き頑張っていきます。来年
も品川エリアの皆様とたくさん交流し
ていけたら嬉しいです。引き続きよろし
くお願い致します。（代表　吉田祐介）

Copyright：worldsportpics.com/Frank Uijlenbroek

東京2025デフリンピックから
自分の街へ

デフ卓球
コロンビア共和国選手団との交流

タイデフキッズ合宿

デフサッカー日本代表

OKJエアロビ×デフサッカーコラボ企画

　2025年11月14日から26日まで聴こえない・聴こ
えづらい日本代表選手が世界一を目指す「デフリ
ンピック」という大きな国際大会が東京で開催され
ました。
　デフスポーツへの関心が社会全体に広がったと
感じておりますが、聴こえない人と聴こえる人と一
緒に応援できる「サインエール」や「手話」、そして、
聴くだけではなく見るという情報保障の考え方と
多くの学びがありました。
　考え方として、世の中は聴こえる人が大多数に
合わせられた環境で街が作られている傾向にあ
り、少数派である聴こえない人や車いす、目が見え
ない人等様々な人たちをもっと巻き込んで一緒に
対話していきながら街を作っていくことがとても大
切だ。
　障害という言葉は「人」ではなく「環境」を変える
視点になってほしいと願っています。（サインフット
ボールしながわ　植松 隼人）

　元男子デフサッカー日本代表監督・品川区公式
デフリンピックサポーターで品川区出身の植松隼
人さんとのご縁をきっかけに、2023年よりデフサッ
カー日本代表の活動支援を行っています。
 天王洲公園を拠点に実施される品川CCとのエキ
シビジョンマッチを含む2泊3日の合宿の受け入
れ・運営をサポートし、競技と地域が交わる交流の
場づくりに取り組んできました。また、2025年4月
には国立競技場でのエキシビジョンマッチも応援・
サポートしました。
　デフリンピック2025東京大会では、惜しくも銀メダ
ルという結果となりましたが、閉会式後には選手た
ちの希望により、天王洲にて祝勝会を開催しました。
　当日は、森澤恭子品川区長、渡辺ゆういち品川区
議会議長、品川CCの吉田祐介代表にもご参加いた
だき、競技の成果を称えるとともに、スポーツを軸に
した地域とのつながりを改めて実感する場となりま
した。（宿場トラベル　渡邊・長谷川・金澤・有賀）

　OKJは、城南小学校近辺を起
点に1998年全国に向けてとして
フィットネスプログラム提供の事
業をスタート。品川健康センター
を中心に毎日たくさんのファミ
リーの皆様とフィットネスライフを
共創しています。
　デフリンピック開幕直前の10月29日日曜日、サインフットボール（聴こえな
い子と聴こえる子も一緒に行うサッカー）チームの子どもたちとエアロビックト
レーニングを行いました。視覚情報伝達を明確にして、クラス運営。子ども達も
保護者の皆さんも・・・植松隼人監督も！ノリノリ♪
　全身で情報をキャッチする姿に沢山の事を
教えていただきました。
　2026年もご一緒させていただけますように！

　品川区内に所在するコロンビア大使館とのご縁
をきっかけに、東京2020オリンピック・パラリンピッ
クのレガシー事業の一環として、東京2025デフリ
ンピックに向けたコロンビア卓球代表チームの事
前交流事業を実施しました。
　交流の場では、南馬場商店会会長の玉井会長よ
りご挨拶をいただき、地域を挙げて代表選手を迎
える盛大な激励会を開催しました。
　滞在期間中は、品川区立総合体育館にて区内
の小・中学生との卓球交流を行ったほか、台場小
学校での特別集会への参加、品川宿の書道教室
での書道体験など、スポーツと地域文化の双方を
通じた多面的な交流を実施しました。
　本事業を通じて、国籍や障がいの有無を越え、
地域・学校・商店街が一体となって国際交流を育
む結果となり、地域交流を深めていきたいと思い
ました。（宿場トラベル　長谷川・有賀・金澤）

　2025年8月21日～ 25日、タイと日本
で2年ごとに交互開催しているデフキッ
ズサッカー国際交流キャンプを受け入
れました。
 両国の小学生26名を含む約40名の
参加者の宿泊および交流全体をコー
ディネートし、北品川の善福寺に滞在

しながら、盆踊り、スイカ割り、花火といった日本の夏文化を体験する交流プロ
グラムを実施しました。
　また、天王洲公園ではサッカーを通じた交流を行い、競技を介して自然なコ
ミュニケーションが生まれる場を創出しました。最終夜には味の素スタジアムに
てFC東京の試合観戦を行い、言葉の壁を越え、手話を用いて積極的に対話す
る子どもたちの姿が印象的でした。本取り組みを通じて、スポーツと地域文化が
国や障がいの有無を越えて人と人を結びつける力を持つことを、改めて実感す
る機会となりました。（宿場トラベル　金澤・有賀・長谷川）

東京デフリンピック応援

当日の様子は
こちらから


